
Web会場での質疑応答手順書

質疑応答期間：2023年7月24日（月）～7月31日（月）まで

『 Slido 』という質疑応答ツールを利用いたします．

※１．アカウント登録は不要です．

※２．基本的に「講師-質問者」の質疑が可能となります．

「質問者①-質問者②」などの参加者間での質疑応答は行えません．

※３．モバイル端末でのアクセスも可能です．

※４．通知機能がございませんので，期間中はこまめなご確認をお願いいたします．

※５．期間外のご質問はご対応できかねますので，ご了承ください．



①質疑応答したい講義へのアクセス方法

アーカイブ配信期間中のweb会場のイメージ

講義１．骨折のセラピィに必要な基礎知識

講師：聖マリア病院 髙島 広樹

講義２．手指骨折のセラピィ～症例を交えて～

講師：たぐち整形外科クリニック 佐伯 匡司

講義３．橈骨遠位端骨折のセラピィ～症例を交えて～

講師：愛野記念病院 手外科センター 山田 玄太

講義１．質疑応答リンク：https://qr.paps.jp/AEIMh

質疑応答のリンク or QRコード
からアクセスする．



②質問する

発言者の画面

講義名が表示される

①ここから質問内容を入力する

②入力した質問内容

③『病院名・氏名』を入力

④送信する



③返信する

管理者・質問の受け手の画面

①発言者の質問が表示される

②質問に対する答えを入力する

講師は，『 講義〇 講師：姓 名前』と変更ください



④返答を確認する

管理者・質問の受け手の画面

質疑応答の一覧が表示されますクリックする



⑤返答を確認する．他の質問を閲覧する

質問者の画面

他の質問者の質疑内容

質問に対する講師からの返答
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